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『宮古方言ノート』における身体語彙

アレクサンドラ・ヤロシュ（Aleksandra Jarosz）

本稿は『琉球の方言』第40号掲載の「『宮古方言ノート』における親族語彙」および第
41号掲載の「『宮古方言ノート』における形容詞」に続き、ニコライ・ネフスキー著『宮
古方言ノート』の整理および日本語化を目的にしたシリーズの第３部となる。今回は『宮
古方言ノート』に収録された身体語彙を抽出し、原文の完全な邦訳を試みる。本稿では身
体部分をはじめ、人間の生理、臓器、外見などを表現する名詞および名詞句を対象とする。

なお、本稿におけるネフスキー自身が参照した参考文献には、以下のものがある。括弧〔〕
の中にはその文献を指す省略形が示してある。

ア）〔宮良〕『採訪南島語彙考』宮良當壯著
イ）『和訓栞』谷川士清
ウ）『増補俚言集覧』太田全斎
エ）『混効験集』
オ）『物類称呼』越谷吾山著
カ）『佐渡方言集』矢田求
キ）『和名類聚抄』源順
ク）『箋注和名類聚抄』狩谷えき斎
ケ）『万葉集』

『和名類聚抄』および『箋注和名類聚抄』に関しては、古典漢文による資料なので、こ
れを解読、邦訳するほどの知識は筆者にはない。したがって、その漢文の部分をネフスキー
に沿い、『宮古方言ノート』原本のままを写すにとどまることにした。ご勘弁いただけれ
ば幸いである。

また、〔国仲〕の記号は、特定の資料を示さなく、当時伊良部村村長であった国仲寛徒
がインフォーマント・情報源であったことを指している。
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adu adu　一般。（日）踵。（露）同。用例：あとたらす地はらふて通いおり1 adu-darasï 
ɜï:barauti kajui-uri adudaras zɿː barauti kajui-uri（日）踵 垂らす 地払って 通い居る2。
関連語など：八重山：adu adu；　琉球：adɯ ad m；　日本熊本、肥後、大分県：ado 
ado；　日本青森：agɯï do ag mï do；　佐渡：akuto akuto；　屋良、糸満：aru aru；　
新城：atu atu；　笠利、大和：kado kado；　西表：kadu kadu；　名瀬、笠利、大和、
古仁屋、伊須、住用、実久、日吉：ado ado；　喜界、徳之島、伊是名、与論、名護、
首里、那覇、黒島、波照間、与那国：adu adu；　沖永良部：a:du aːdu；　『和訓栞』：
あくと　三議一統に見ゆ　きびすをいへり　今も東国はきもいひ又あどともいふ；　

『増補俚言集覧』あくつ 三陸越後の方言きびすをいふ。跟
aɜa aza　平良。／aɜ́a aʑa　佐良浜。（日）痣。黒子。（露）母斑；　生まれつきの大きい

あざあるいはほくろ。
関連語など： 日本：aɜa aza；　琉球：aɜa/aɜ́a aza/aʑa： 八重山の石垣：aɜa aza；　
肥後：aɜa aza（露）母斑。（日）ほくろ；　日吉：ada ada（露）母斑

afuk ïs  afuksɿ
˚
　平良。（日）欠伸。（露）同。

関連語など：日本：akɯbi ak mbi；　琉球：akɯbi ak mbi；　八重山：akub ïz  akub iz ；　
与那国：aguçi aguçi

aka aka　佐良浜。（日）頭髪。（露）同。
関連語など：八重山：akamaɜï akamazi（日）髪

akabuka akabuka　佐良浜。（日）月経。naz-bukaを参照。
akap ïs k ïs  akapsɿ

˚
ksɿ
˚
　平良。（露）頭の傷。用例：ako:p ïs k ïs  akoː psɿ

˚
ksɿ
˚
（露）頭に傷を負う。

akapagi akapagi 3　平良。（日）あかぎれ。
aśi aɕi　平良。（日）汗。（露）同。

関連語など：八重山：aśi aɕi；　琉球：asi asi；　国頭：aśi aɕi, aśi: aɕiː , asi asi, haśi: 
haɕiː；　日本：ase

aśi-m̩ aɕim̩　平良。（日）疿子。汗疹。（露）あせも。

1　 田島利三郎採集の『かな浜橋々積のアヤゴ』よりの引用。ネフスキーの注釈付きバージョンが本来、
1927年に『民族』２・１で「アヤゴの研究二篇」の一部として発表された。ネフスキー＆岡1971：61
～66がその転載である。

2　kajui-uriは命令形、すなわち「通っていろ」と解釈できる。
3　 国際音声学会によると、この「 」というダイアクリティック記号は、普段なら無声の子音がこの環境

だけで特別に有声になっていることを示している。ところが、この akapagi の場合、［a］は母音で本質
が有声なので、ネフスキーがどうしてわざわざ「これは有声」と記しづけたのかが疑問に思える。た
だし、宮古語となると、無声子音の間に挟まった母音は無声化する傾向が強いようで、akapagi の場合
はこれらと違い、［a］は明確に有声のままだ、とネフスキーが強調したかったのではないか、というの
が筆者の推量である。Passy and Jones 1912, The International Phonetic Association 1999参照。
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関連語など：琉球：asibɯ asib m；　日本：asemo/asebo asemo/asebo；　石垣、与那
国：aśibu aɕibu；　小浜：a:śibu aːɕibu；　西表：aśiboa aɕiboa；　新城：aśu: aɕuː；　
壱岐島：asebi asebi

asïfɯs’ɯ asɿ
˚
f msj m　多良間。（日）足糞の意。（露）足の脱皮、足の剥いた表皮。

関連語など：日本：aśi aɕi（露）「足」+ kɯso k mso（露）「糞」
atama atama　多良間・歌謡語。（日）頭。（露）同。

関連語など：日本：atama atama
bara bara　一般。（日）瘤。皰4。胼胝。（露）同。
bata bata　一般。（日）腹。佐良浜。（日）腸。（露）腹、腸。用例：nn’a bata: mćidu:z nnja 

bataː mtɕiduːz　平良。（日）もう腹が一杯です。batanu nakaŋ aka-umatću ma:śiuz 
munu

︶
a no:ga batanu nakan aka umattɕu maːɕiuz munu

）
a noːga　上地。（日）腹の中に

赤火を燃えて居るものは何か。（ランプ、tu:z tuːz、提灯）。
関連語など：八重山：bada bada；　琉球：wata wata；　名護：wata: wataː；　薩
摩：ha: haː；　日本：hara hara（露）「腹」, hara-wata harawata（露）「腸」

buka buka　佐良浜。（日）月経。akabukaを参照。
関連語など：八重山：buga buga（日）脹物の中心の固い部分。根；　名瀬、住用：
bukka bukka（日）肛門；　名瀬：kukka kukka

dù: dʊ ː　一般。（日）胴。身体。自分。（露）体、胴。
関連語など： 琉球：dɯ: d mː；　日本：do: doː；　八重山：du: duː；　佐賀 dzu: 
dzuː（日）胴

dó:nuki: dʊ ːnu kiː　佐良浜。（日）胴の毛。身体の毛。（露）体を覆う毛。
関連語など：日本：do:-no-ke doːno ke

ffa-nasï ffanasɿ　平良、多良間。（日）子産
ナ

しの意。出産。お産。（露）出産。語源：ffa・
日本語 ko-ra kora（露）「子供」+ nasï・日本語 naśi naɕi（露）「出産」。
関連語など： 八重山：fa:nasï faːnasi；　与論：kwa:naśi kwaːnaɕi；　徳之島：naśi 
naɕi（日）出産。婚礼

ffugi ffugi　池間、平良、佐良浜。（日）（黒毛の意か。）陰毛。（露）陰部を覆う毛。語源：
ffu・日本語 kɯro k mro（露）「黒い」+ ki: kiː・日本語 ke ke（露）毛。
関連語など：新城、石垣：fui fui；　那覇：ku:gi kuːgi；　小浜：fufui fufui；　波照
間：fufe:/ffe: fufeː/ffeː；　沖永良部、 与論：fugi fugi；　名護：fu:gi fuːgi；　与那
国：furuŋgi furuŋgi；　喜界：kugi kugi；　屋良、首里、那覇、糸満：ku:gi kuːgi；　
伊須、古仁屋、住用、実久、名瀬、喜界：kugï kugi；　名瀬：ku:gï kuːgi；　黒島：

4　 原文は「皮」＋「嗇」を組み合わせた文字になっているが、誤字かと思われる。
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vui vui
fŭgul fŭgul　佐和田／fuguz fuguz　平良。（日）陰嚢。（露）同。

関 連 語 な ど： 佐 良 浜：fŭgu:z/fŭgul/fugui fŭguːz/fŭgul/fugui；　 日 本：ɸɯgɯri 
ɸ mg mri；　琉球：ɸɯgɯji ɸ mg mji；　八重山：furï furi　１．（露）陰嚢、２．（日）
秤に用いる錘

オモリ

にもいう；　佐賀：fugui fugui；　名護：fu:ga fuːga（英）睾丸；　沖
永良部、与論：fugui fugui；　名護：fuguji fuguji；　西表：furi furi；　石垣、小浜、
黒島：furï furi；　波照間：furu furu；　与那国：ŋgui ŋgui；　古仁屋、伊須、住用、
実久、喜界、伊江島：fuguri fuguri（日）男根；　日吉：fuguru fuguru（日）同・男根；　
名瀬：fuguri fuguri（日）陰茎

fuku fuku　平良、佐和田。（日）肺臓。（露）同。
関連語など：佐良浜：fú: fʊ ː 5；　日本古語：ɸɯkɯ-ɸɯkɯ-śi ɸ mk mɸ mk mɕi；　日本：
ɸɯkɯ ɸ mk m（露）「吹く」；　琉球：ɸɯkɯ ɸ mk m；　八重山：fuku fuku；　石垣：
pu:ku puːku 6

fusu fusu　平良、佐和田。（日）糞、大便。（露）同。
関連語など：八重山：fɯśu f mɕu；　琉球：kɯsɯ k ms m；　日本：kɯso k mso；　多
良間：fus’u fusju；　喜界：ssu ssu

futai futai　平良、佐和田、佐良浜。（日）額。（露）同。
関連語など：八重山：ɸutai ɸutai；　琉球：ɸiće: ɸitɕeː；　日本：çitai çitai；　佐
賀：fuća: futɕaː

fucï futsɿ　一般。（日） 口。 嘴。 言葉。（露） 口。 鳥のくちばし。 用例：no:mai fcïnna 
sa:raŋsuga guiŋro: sa:dana: ŋkigisa:ći noːmai ftsɿnna saː raŋsuga guiŋroː saːdanaː 
ŋkigisaː tɕi　平良・古語7。（日）何もお口合は御座いませんが、御遠慮なく召上がって
下さい。
関連語など：八重山：ɸucï ɸutsi；　日本：kɯći k mtɕi；　八重山：guɜï guzi（日）
言葉

fucï-p ïs gi　futsɿ psɿgi　佐和田、佐良浜。（日）口髭。（露）同。
関連語など：琉球：kɯći-ɸiɜ́i；　日本：kɯćiçiŋe/kɯći-çige k mći k mtɕi（露）「口」+ 
çige çige（露）「口ひげ」、「顎ひげ」

gagu gagu　平良。（日）縮毛。（英）縮れ毛。
5　 本来ならアキュート記号はテンス母音（硬音）を示しているはずであるが、［u］をテンスで調音するこ

とが難しい点を考慮し、このアキュートは事実グレイブの誤記であるとあえて解釈した。異なる解釈
として、この「アキュート」　́　は実際に写しの悪い超短音のダイアクリティックである　̌　という
こともあり得よう。

6　 原文が判読不可能で、石垣方言の知識に基づき語形の推量を試みた。
7　 解読不確かの部分。
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i: iː　平良。（露）胃。
関連語など：日本：i i

ib ïz k ïs  ibzɿksɿ
ˇ
　平良。（日）鼾。（露）いびき、いびきをかくこと。

関連語など：日本：ibiki ibiki
ik ïs  iksɿ

˚
　平良。（日）息、嘆き。（露）息、吐息。

関連語など：琉球：i:ći iː tɕi；　日本：iki iki；　今帰仁、本部：ići itɕi；　八重山：
ïkï/ïsïkï iki/isiki

ira ira/rra rra　佐良浜。《胎盤》zza（ena ena）を参照。
isaku isaku　平良。（日）咳。（露）同。

関連語など：日本：seki seki（露）咳、śakɯri/śakkɯri ɕak mri/ɕakk mri（露）しゃっ
くり；　琉球：sakkwi: sakkwi（ː露）咳；　佐良浜：isagu-jam isagu jam（露）百日咳；　
石垣：sa:gu saːgu（露）咳；　与論：safui safui；　名護：sakkuji sakkuji；　日吉：
de:hɛ deːhɛ；　新城：so: soː

icïki itsɿki　佐和田、佐良浜。（日）息。（露）息、吐息。
関連語など：八重山：ïsïkï isiki

jaipura jaipura　佐和田。（日）痩せた人。（露）同。
関連語など：佐良浜：jaittì-mùnù jaittɪ  mʊnʊ

jaittì-munu jaittɪ  mʊnʊ　佐良浜。（日）痩せた人。（露）同。
関連語など：八重山：jaitti jaitti（日）すくっと（直に立ち上がる状）ぬっと（突如）

jakata jakata　佐良浜。（露）腹の脇。
関連語など：日本：jakata jakata（露）「住まい」、「お城」；　八重山：jakata jakata（日）
屋形、jakada jakada（日）側。傍。

jakata-bùni jakata bʊni　佐和田、佐良浜。（日）肋骨。（露）同。
関連語など：石垣、黒島：jakadabuni jakada buni

jo:ra joː ra　平良。（日）腰。下肢。臍の位置における胴の周囲。（露）腰部、腰。
関連語など： 石垣、 西表、 黒島、 新城：jo:ra joː ra；　新城：jo:rï. joː ri；　屋良：
juwara juwara

jusïbal jusɿbal　佐和田。（日）寝小便。
関連語など：八重山：ju:sïbarï juːsibari
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ju-sïpaz jusɿ
˚
paz　平良。（日）尿。小便。（露）同。用例：jusïpazzu-sï jusɿ

˚
pazzusɿ（日）

小 便 す る。（露） 同。adɜaŋkai juspazzu asïmti 8 uribadu azzankai juspazzu asɿmti 
uribadu《ちょうど道の脇でど小便していたら》。［平良］p ïs tunu maiŋ juspazśi: tɛ:ka 
uzso:no:ga psɿtunu maiŋ juspazɕiː  tɛːka uzsoː  noː ga（日）人の前に小便してばかりいる
のは何（ćuv̩ka tɕuv̩ka（露）急須）。
関連語など：佐和田：ju-sïbal jusɿbal（露）「夜の尿」（子供のように、夜に寝床に小便
をもらすこと）；　八重山：sï̌barï sibari（露）「尿」；　琉球：sibaji sibaji 同；　日
本：jɯbari/jɯmari j mbari/j mmari 同；　小浜：iśipe: iɕipeː （露）尿；　首里、那覇：
jusubari jusubari（露） 尿；　 石 垣：ju:sïbari juːsibari 寝 小 便；　 新 城：jusubai 
jusubai

jùɯsù jʊ msʊ　佐和田。（日）夜糞。
ka:gi kaːgi　平良。（日） 顔。 容貌。（露） 同。 用例：ka:g’a: ɜo:futu azsuga… kaːgjaː 

zoː futu azsuga（日）顔はよいが。（露）彼女は顔がきれいだけど…。
関連語など：八重山：ka:gi kaːgi

kaina kaina　平良、佐和田、佐良浜。（日）肱。（露）手。
関連語など：八重山：kaja kaja；　琉球：kè:na kɛːna；　日本：kaina kaina

kal kkal　多良間。（露）陰核。
kama-gita kamagita　平良。（日）下顎骨。（露）同。

関連語など：徳之島：kamagïtta kamagitta（日）梁
kamacï kamatsɿ　平良、佐和田、佐良浜。（日）頬。倭訓栞に曰く「佐傳ニテ頬ヲかまち

トヨミ、文集ニテ輔車ヲヨミ、常ニ頭ヲウツコトヲかまちはゐトイフト壒嚢抄ニ見エ
タリ」と。（露）頬。『倭訓栞』では「佐伝において「頬」という文字をkamaćiと読み、
文集において次のように読む」と書いてある。
関連語など：波照間：kʻãmacï k’ãmatsi（露）頬；　新城：kʻãmaɜï k’ãmazi（露）髪
の毛；　日吉：kamaći kamatɕi（露） 額；　沖永良部：haraća haratɕa（露） 額；　
石垣：akamaɜï akamazi（露）髪の毛；　小浜：akamancï akamantsi 同；　黒島：
amaɜ́i amaʑi；　波照間：amaɜï amazi（露） 髪の毛およびひげ9；　小浜：kamacï 
kamatsi（露）顎；　西表、名護：kamacï kamatsi

kamta kamta　平良。（露）髪の毛の房。（日）髪の毛が頭の上に膨らんでること。
kanamaz kanamaz　平良、 佐良浜。（日） 頭。（露） 同。 語源：kana-・ 日本語のkana 

kana（露）「金属でできた」、「大切な」+ maz/mal・日本語の mari mari 毬、玉。

8　判読不可能な部分で、推量に基づき再建を試みた。
9　判読不可能な部分で、推量に基づき再建を試みた。
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関 連 語 な ど： 佐 和 田、 多 良 間：kanamal kanamal；　 池 間：kanamal/kammal 
kanamal/kammal；　波照間のkanabarï kanabari（日）夕顔（壺蘆）を参照；　［倭
名抄四巻、器皿部、全器］［鋺］日本靈異記云、其器皆鋺。俗云加奈万利、今案鋺字未
詳、古語謂鋺為末利、宜用全鋺二字　［同書同巻同部瓦器］；盌説文云、盌、鳥管及、
字作椀

kanamaz-gu: kanamazguː 　平良、佐良浜。（日）頭蓋骨。（露）同。
関連語など：佐和田：kanamal-gù: kanamalgʊː

karada karada　平良。（露）体。
関連語など：日本：karada karada

karaɜï karazɿ　平良、佐和田。（日）頭髪。（露）髪の毛、髪型。
関連語など：佐良浜：karaz karaz（露）「髪型」；　琉球：karaɜï karazi 同；　八重
山：ganɜ́i ganʑi（日）髪の童語

kara-pssa kara pssa　佐和田。（日）裸足。跣足。（露）同。
関連語など：琉球：kara-ɸi:śa kara ɸiːɕa；　八重山：karapiśa kara piɕa

kara-sïni kara sɿni　佐和田。（日）脛。（露）脛、脛骨。
関連語など：日本：sɯne s mne；　積丹：sɯne-kara s mnekara

ka:sïkataz kaːsɿ
˚
kataz　佐良浜。（日）皺。（露）顔のしわ。

kata kata　佐和田。（日）肩。（露）同。kata-musï
ˇ
 参照。

関連語など：日本、琉球、八重山：kata kata
kata-di: katadiː　多良間。（日）片手。（露）同。

関連語など：八重山：kata-ti: katatiː；　日本：kata-te katate
kata-dù: katadʊː　佐和田。（日）片胴。

関連語など：八重山：kata-du: kataduː
kata-mi: katamiː　平良。（日）片眼。片眼の人。（露）片目。片目（斜視）の人。

関連語など：日本：kata-me katame
kata-musï katamusɿ

˚
10　平良。（日）肩。（露）同。語源：kata・日本語のkata kata（露）「肩」。

関連語など： 佐良浜、 池間：katamusï katamusɿ；　喜界：hata hata；　日本語の
se-mɯśi sem mɕi（露）「猫背」（se「背」）を参照。

kautuna kautuna/kavtuna kavtuna　池間。（露）毛深い人。
ki: kiː　一般。（日）毛。（露）同。

関連語など：八重山、琉球：ki: kiː；　日本：ke ke
k ïs mu ksɿmu　平良。（日）肝。心。精神。（露）肝（魂および勇気の元として解釈されて

10　本稿注意３参照。
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いる）。用例：〔佐和田〕cïmu idiba ti: p ïs ki tsɿmu idiba tiː  psɿki（日）肝出ずれば（立
腹すれば）手を引け。
関連語など：八重山の石垣：k ïs mu ksɿmu；　佐和田、佐良浜：cïmu tsɿmu；　琉球：
ćimɯ tɕimu；　日本：kimo kimo；　奄美大島：kimu kimu；　波照間：k ïs mu/sïmu 
k is mu/simu

kui kui　平良、佐和田。声。（露）同。用例：kui kakiz kui kakiz 声をかける。
関連語など：八重山：kui kui；　金沢：koi koi

kuŋk’aba: kuŋkjabaː　平良。（日）八重歯。（露）同。
ku
ˇ
sammibuni kusammibuni　平良。（露）脊柱。

ku
ˇ
sammi kusammi　平良。（日）背中。（露）同。

kusï kusɿ　平良、佐和田、平良。／ku
ˇ
sï kusɿ　平良。（日）後ろ。腰。背面。（露）後ろ・尻、

腰部。
関連語など： 日本：kośi koɕi（露）「腰」；　琉球：kɯśi k mɕi 同；　八重山：kusï 
kusi（露）「後ろ・尻」、「背」。（日）脊、後；　今帰仁、本部：hɯśi h mɕi（露）「腰、
後ろ・尻」

kusïk’a kusɿ
˚
kja　平良。（日）嚏。（露）同。

関連語など：八重山：kusïk’è kusikjɛ；　琉球：kɯsɯkwè k ms mkwɛ；　『混効験集』
くそくはひ（kusukuwai/kusukuɸai kusukuwai/kusukuɸai）。（露）「子供がくしゃみ
をしたときいうまじないのような文句。日本語では kusame-kusame kusame kusame 
という。『徒然草』いわく、乳母たちによると、子供がくしゃみをした場合、こう言
わないと不幸を招くそうだ。」

kuvva kuvva　平良、佐和田。（日）腓。（露）ふくらはぎ。
関連語など：日本：komɯra kom mra；　積丹：kõmbɯï ra kõmb mï ra 石垣、小浜、黒
島、新城：dabura dabura；　日吉、西表：kubɯra kub mra；　名護：kumba kumba；　
屋良、糸満：kunra kunra；　琉球：kunda kunda

lla lla　佐和田。（日）胎盤。（露）同。zza を参照。
mai-ba: maibaː　佐良浜。（日）前歯。（露）前歯、中切歯。

関連語など：日本：mae-ba maeba；　八重山：maiba: maibaː
maju maju　平良、佐和田、佐良浜、保良。（日）眉。（露）同。

関連語など：八重山：majo: majoː ；　琉球：majɯ maj m；　日本：majɯ maj m

mami mami　佐良浜。（日）腎臓。（露）腎臓、文字通り「豆」。
関連語など：琉球：ma:mi maːmi

manaku
ˇ
 manaku　平良。（露）眼。

mara mara　 一 般。（日） 男 根。（英） 陰 茎。 用 例：［上 地］ sïtaŋkai akamara: no:ga 
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sɿ
˚
taŋkai akamaraː noː ga 下へ赤男根は何（akaupuni akaupuni（露）ニンジン）。

関連語など：日本、八重山：mara mara 
mata mata　一般。（日）股、跨、歩、枝。（露）分岐点、股、脇の分かれ目、一歩；　木

の枝（歌謡語）。用例：fta:mata ftaːmata（日）二歩。（露）同。tu:mata tuːmata（日）
十歩。（露）同。
関連語など：日本、琉球：mata mata

macïgi matsɿgi　平良、佐和田、佐良浜、保良。（日）睫。（露）同。
関連語など：八重山：macïni matsini；　琉球：macigi matsigi；　日本：macɯge/
macɯŋe mac mge/mac mŋe

mbu mbu　平良、佐和田、佐良浜。（日）臍。（露）へそ。佐和田では大きくて明確に膨ら
んだへそを指している。
関連語など：日本：ibo ibo（露）「いぼ」；　国頭村：buru buru（日）臍太

mbuśu mbuɕu　佐和田。（日）臍。（露）同。類義語：pusu。
mim mim　平良、佐良浜。（日）耳。物の縁。（露）耳；　筵の脇。用例：juzza mimća: 

p ïs ro: gunɜ́assa no: juzza mimtɕa psɿroː  gunʑassa noː（paśśadu paɕɕadu）《夜は耳があり、
昼はおんぶしているのは何（雨戸）11》。［平良］futca p ïs ticï mimma mi:cï az muno:no:ga 
futtsa psɿtitsɿ mimma miːtsɿ az munoː  noː ga（日） 口は一つ耳は三つあるものは何

（mimgami mimgami（日）耳甕）。
関連語など： 八重山：miŋ miŋ；　琉球、 日本：mimi mimi；　薩摩：min min；　
佐和田：miŋ miŋ

mimfu
ˇ
su mimfusu　平良。（露）耳垢。

minagama minagama　平良。（露）小人。
mi:pana miːpana　平良、佐和田、佐良浜。（日）「目鼻」の意。顔。（露）文字通り「目鼻」、

すなわち顔、外見。語源：mi:・日本語の me me（露）「目」＋ pana・日本語 hana 
hana「鼻」。用例：［平良］mi:pana ffo:fu śitti mmu ffaitɛa:nnu muno: no:ga miːpana 
ffoː fu ɕitti mmu ffaitjaːnnu munoː  noː ga（日）顔真黒にして芋を食うばかりのものは
何（nuribaŋ nuribaŋ（日）黒板）。

mmi mmi　平良、佐和田、佐良浜。（日）胸。（露）胸（ほとんどの場合比喩的にいう）。
関連語など：八重山の石垣、鳩間、黒島、与那国：nni nni；　琉球：nni nni；　新城：
nne nne；　日本：mɯne m mne；　薩摩：mɯni m mni；　八重山：muni muni 旨。
言葉

mmi-vcï mmivtsɿ　平良。（日）「胸内」の意。胸。（露）胸。語源：mmi・日本語の mɯne 

11　解釈不確か。
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m mne + vcï/ŭcï ŭtsɿ。
関連語など： 佐良浜：mmi-ŭcï mmiŭtsɿ；　波照間：nitcï nittsi；　小浜：mino:cï 
minoːtsi；　 西 表：mumući mumutɕi；　 新 城：nnecï nnetsi；　 日 本：ɯći mtɕi；　
竹富：nnu:cï nnuːtsi

mumu mumu　佐和田、佐良浜。（日）股。（露）股、腰部。mumuを参照。
関連語など：日本：momo momo；　琉球：mɯmɯ m mm m；　八重山：mumu mumu 

mumu-ni mumuni　平良。（日）股。（露）股、腰部。
関連語など：信州北安雲問小谷：momone momone 

nada nada　平良、狩俣。（日）涙、泪。（露）涙。
関連語など：八重山、琉球：nada nada；　日本：namida namida；　日本の方言：
nanda nanda

n’a:ɜa-uibi njaːza uibi　佐和田。（日）無名指。（露）同。語源：n’a:（ŋ） njaːŋ（露）「ない」
+ aɜa・日本語の aɜa aza（露）「あだ名12」+ uibi・日本語の jɯbi j mbi（露）「指」。

naga-bata nagabata　佐和田。（日）小腸。（露）同。語源：naga（露）「長い」+ bata「腸」
naka-bùni nakabʊni　佐和田。（日）脊髄骨。（露）背骨。

関連語など：佐良浜：mnaka-bùni mnakabʊni；　日本：naka-bone nakabone（露）「中
心の骨」；　八重山：nakapuni nakapuni（日）風の中心に縦横する竹骨；　八重山：
na:ni naːni（日）脊中の上部

nakaśi: nakaɕiː　池間。nakaćiを参照。
nakaći: nakatɕiː　平良。（英）陰核。

関連語など：池間：nakaśi nakaɕiː
naka-uibi nakauibi　佐和田、平良。（日）中指。（露）同。

関連語など：佐良浜：mnaka-ujubi mnaka ujubi；　平良：naka-jɯbi nakaj mbi；　琉
球：naka-i:bi nakaiːbi；　八重山：nakaubi nakaubi

nama-ɜïmi naka zimi　平良。（日）生爪。
関連語など：八重山：namacïnu namatsɿnu

nani nani　平良。（日）陰嚢〔宮良〕。
nibui nibui　平良。（日）首。頸。（露）同。類義語：nubui。
nudu nudu　平良、佐和田、佐良浜。（日）咽喉。（露）喉。用例：［平良］ nudu nu ka:k’u:z 

nudunu kaːkjuːz 咽が渇いている。
関 連 語 な ど： 八 重 山：nudu nudu；　 日 本：nodo/nondo nodo/nondo；　 琉 球：
nɯ:dɯ/nɯ:di: n mːd m/n mːdiː；　肥後：nu:do nuːdo

12　ネフスキーは「あだ」を「あざ」と混乱したか。
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ŋg’a: ïz  ŋgjaː zɿ　平良。（日）膽蔵。（露）胆嚢。
ŋk ïs m ŋksɿm　平良。（日）ニキビ。

関連語など：『倭名抄』 nikimi nikimi；　壱岐島：南陽高
タカ

山
ヤマ

 nikumi nikumi 
o:masa oːmasa　平良。（日）目白〔宮良〕。
pa: paː　平良、佐和田。（日）歯。（露）同。

関連語など：佐良浜：ha: haː；　八重山：pa: paː；　琉球：ha: haː；　今帰仁、本部：
pʻa: p’aː；　日本：ha: haː

paɜï pazɿ　佐和田。（日）足。pag ïz  を参照。
pa:ɜï:sï

̆
 paːzɿːsɿ

ˇ
　平良。（露）歯茎。

pag ïz  pagzɿ　平良。足。脛。（露）同。用例：pagzu-mai jamaśa: uram-bɛa:ja: pagzzumai 
jamaɕaː urambjaːjaː（日）足でもいためていないかしら。（露）もしかしたら足でも
怪我したのではないでしょうか。pag ïz -fusun nari pagzɿ fusun nari 《足糞13になれ》・
psa-fusun nari pssa fusun nari《足は糞になれ》（露）子供は足が痛いというとき、母
がその足をなでながらこういう。
関連語など：佐和田、佐良浜：paɜï pazɿ；　八重山：paŋ paŋ；　与那国：faŋ faŋ；　
日本：hagi/haŋi hagi/haŋi

pag ïz -nu-bata pagzɿnu bata　平良。（日）蹠。足裏。（露）足の裏。語源：pag ïz （露）「足」
+ nu（露）主・属格の接尾辞 + bata（露）「腹」。
関連語など：八重山：pan-nu-bada pannu bada；　肥後：aśinohara aɕino hara；　積
丹の asï-no-hara asino hara（露）「足の腹」すなわち足の裏

pana pana　平良、佐和田。（日）鼻。（露）同。
関連語など：八重山：pana pana；　琉球、日本：hana hana；　佐良浜：hana hana 

panada ïz  panadazɿ　平良。（露）鼻水。
pana-p

︶
sï
̆
 panap

）
sɿ
ˇ
　平良、佐和田。（日）嚏。（露）同。語源：pana・日本語のhana hana（露）

「鼻」+ p
︶
sï:・日本語の çirɯ çir m。

関連語など：日本：hana-çirɯ hanaçir m（露）くしゃみをする；　八重山：panafusï 
panafusi；　屋良：fanafi: fanafiː；　糸満：hana-çi: hanaçiː；　首里、那覇：hana-ɸirɯ 
hanaɸir m；　与論：ɸana-pići ɸanapitɕi；　笠利、大和：hana-çiri hanaçiri；　名護：
pana-pi:/pana-pitći panapiː/panapittɕi；　与那国：hanatći: hanattɕiː；　小浜、西表、
黒島：pana-piśi panapiɕi；　名瀬、古仁屋、住用、実久、伊須、喜界、沖永良部：
hani-çiri haniçiri

pa:ntu paːntu　平良。（日）１．仮面。２．醜い面
ツラ

。

13　本稿の見出し語「asïfɯs’ɯ」参照。
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pano:psï panoːpsɿ　平良。（日）嚏する。（露）同。
関連語など：日本古語：hana-çirɯ hanaçir m；　石垣：pana-pusuŋ panapusuŋ；　新
城：pana-pïsaŋ panapisaŋ；　 名 護：pana-p’u:ŋ panapjuːŋ；　 波 照 間：pana-pïsuŋ 
panapisuŋ

pano:narasï panoːnarasɿ　平良。（日）鼾
イビキ

。
param-p ïs tù param psɿtʊ　佐和田。（日）孕人。妊婦。（露）妊婦。語源：param・日本語

のharamɯ haram m（露）「懐妊する」＋p ïs tu・日本語のçito çito（露）「人」。
関連語など：八重山：param-p ïs tu param p is tu；　北の宮城県：harabito harabito

pa（:）sïsï pa（ː）sɿ
˚
sɿ　平良。（日）齗。腭。（露）歯茎。語源：pa:・日本語の ha ha（露）「歯」

+ sïsï・日本語の śiśi ɕiɕi（露）「肉」。
関連語など：八重山：pasasï pasasi；　琉球：haśiśi/haśśiśi haɕiɕi/haɕɕiɕi；　佐良浜：
hasïsï/hasï: hasɿ

˚
sɿ/hasɿː；　日本古語：haɜ́iśi/*ɸaɜ́iśi haʑiɕi/ɸaʑiɕi

pa ïz nufu
ˇ
suaɜa pazɿnu fusuaza　平良。（露）ほくろ（文字通り「ハエの糞というほくろ」）。

pi: piː　平良。（露）庇、おなら。
pʻi: p’iː　多良間。（日）屁。（露）庇、腸内ガス。用例：pʻi

）
u psïl p’i

）
u psɿl（日）屁を放る。（露）

同。
関連語など：今帰仁、本部：pʻi: p’iː；　岩手、青森：f’e fje；　琉球：ɸi: ɸiː；　日本：
he he；　石垣、新城：pi: piː；　日吉、伊是名：fï: fiː；　波照間：piŋ piŋ；　佐賀：
he-furu hefuru

piɜï pizɿ　平良、佐和田、佐良浜。（日）肘。（露）同。用例：［佐良浜］pidɜ́u fai piʑʑu fai 
《肘を食え14》。
関連語など：八重山：piɜï pizi；　日本：çiɜ́i çiʑi；　琉球：ɸi:ɜ́i:-gè: ɸiːʑiːgɛ ː（露）あ
るいは ɸi:ɜ́i:-n-to: ɸiːʑiːntoː

p ïs（:） psɿ（ː）　平良、佐和田、佐良浜。（日）陰門。（英）陰門。佐良浜では陰門を見ると
mi:pagi miːpagi（目が痛く）なるといわれる。（露）東北方言の hehe, ɸeɸe, bebe, 
ippe hehe, ɸeɸe, bebe, ippe を参照。
関連語など：佐良浜：çi:/p ïs : çiː/psɿː；　池間：p ïs :z psɿːz；　琉球：ho: hoː；　沖永良
部：bi:bi biːbi；　名瀬、笠利、大和、住用、日吉、喜界、伊是名、与那国：çi çi；　
伊須、古仁屋：fi: fiː；　日吉、与論、屋良、首里、那覇、糸満：ho: hoː；　黒島：pi: 
piː；　新城、 波照間：pï: piː；　小浜：pï: piː；　名護：po: poː；　アイヌ語：pui 
pui（日）穴、pokipui pokipui（日）「下穴」の義。

p ïs gi psɿgi　平良。（日）髭。（露）顎髭、口ひげ。

14　ことわざおよび決まり文句の一部に見える表現ではあるが、出所が不特定である。
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関連語など：八重山：p ïs ni psɿni；　琉球：ɸiɜ́i ɸiʑi；　日本：çiŋe/çige çiŋe/çige；　
薩摩：çigi çigi（英）顎髭

p ïs gi psɿgi　保良。（日）毛。（頭の毛、口ひげ、頬のひげ、顎髭ともいう）。
p ïs tucï

ˇ
k ïs  ps tutsɿ

ˇ
ks 　平良。（露）人差し指。

psa pssa　平良、多良間。（日）足。距。（露）足、足の裏。日本語の çiɜa çiza（露）「膝」
を参照。
関連語など：八重山：kiɜ́a kiʑa；　琉球；　ɸiśa ɸiɕa；　今帰仁、本部：pʻisa p’isa；　
日本：çira çira（露）「平」、「平なもの、平たいもの」；　八重山：p ïs ra p is ra（日）平；　

（八重山）-piśa piɕa；　八重山：pe: peː（日）爪先；　八重山：kara-piśa karapiɕa（日）
跣足；　八重山：pïsa/pssa pisa/pssa（日）平。坂

puki puki　平良。（日）芥。埃。雲脂。（露）ほこり；　頭のふけ。
関連語など：日本：ɸɯke ɸ mke（露）「ふけ」、hokori hokori（露）「ほこり」

puni puni　平良。（日）骨。（露）同。
関連語など：八重山：puni puni；　琉球：hɯni h mni；　日本：hone hone；　アイ
ヌ語：pone pone

pusu pusu　平良、佐和田、佐良浜。／pu
ˇ
su pusu　平良。臍。臍の緒。（露）同。（露）佐

和田ではへその緒を竹の包丁（takebōćō takeboː tɕoː ）で切っていたといわれている（現
在では刀 katana katana、ハサミを使う）。
関連語など： 八重山：pusu/pusï pusu/pusi；　琉球：ɸɯsɯ ɸ ms m；　日本：heso 
heso；　日本古語：hoso/hoɜo hoso/hozo；　『倭名類聚抄』：保曽俗云倍曽

puti puti　平良。（日）斑。毛の禿げた所。（露）毛の禿げた所。
関連語など：日本：bɯći b mtɕi

śi: ɕiː　平良。（日）後ロ、尻。日本語の se se（露）「背」を参照。
関連語など：八重山：śi: ɕiː

śi: ɕiː　平良。（日）精。精液。（露）精、勢力、エッセンス；　精液。
関連語など：日本：sei sei

śibira ɕibira　佐和田、佐良浜。（日）背。（露）背、特に背と肩の広い部分。
関連語など：日本 se se（露）「背」

śira ɕira　平良、佐良浜。（日）産の時。産。（露）出産。佐良浜では産婦が起きられる時
点までの時をいう。
関連語など：多良間：s’ira sjira；　八重山：śira ɕira

sï̌ba sɿ̌ba/sɯba s mba　平良、佐良浜。（日）脣。（露）唇。琉球の śića-śiba ɕitɕa ɕiba（露）
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文字通り「下唇」、すなわち。（英）下の舌15を参照。
関連語など：佐和田：sïpa sɿ

˚
pa；　琉球：śiba ɕiba（露）「舌」；　今帰仁：sɯba s mba

（露）「舌」；　八重山：fucï-nu-sɯba futsinu s mba；　日本：soba soba（露）「隣」、
「側」；　壱岐島、肥前南松浦郡の福江：cuba tsuba

sïba-kaka sɿbakaka/sïba-kak’a sɿbakaakja 16　平良。（日）兔脣。（露）口蓋裂；　口蓋裂
の人。

sïbal sɿbal　佐和田。（日）小便。
関連語など：石垣：sïbarï sibari；　日本：jɯmari/jɯbari j mmari/j mbari；　西表：
śipari ɕipari；　新城、波照間：sïparï sipari；　沖永良部：śibai ɕibai；　与論、屋良、
首里、那覇：śi:bai ɕiːbai；　名瀬、古仁屋、伊須、住用、実久、喜界、伊是名：śibari 
ɕibari；　黒島：śibarï ɕibari；　日吉：śibaru ɕibaru

sï̌da sɿ̌da　平良。（日）舌。（露）同。
関連語など：佐和田、佐良浜：sïta sɿ

˚
ta；　日本：śita ɕita；　八重山：sïta: sitaː；　

琉球：śića ɕitɕa；　金武：śi:ta ɕiː ta；　久志、国頭：çića çitɕa；　名護、羽地、本部、
伊江島：śića: ɕitɕaː

sïɜï sɿzɿ/suɜï suzɿ　平良、佐和田、多良間。（日）１．筋。筋肉。　２．小路　３．本（長
い物を数える時の助数詞）。（露）１．静脈、筋肉。２．細道、小道。３．長い物を数
えるときに使う助数詞。
関連語など：八重山：sïɜï sizi；　琉球：siɜ́i siʑi；　日本：sɯɜ́i s mʑi；　多良間：s’uɜï 
sjuzɿ

sïmó:ta sɿmʊːta　佐和田。（日） 下腹。（露） 腹の下の部分。 語源：sïmó:ta sɿmʊːta < 
*sïmu-bata sɿmu bata（露）「下の腹」。
関連語など：佐良浜：sïma:ta sɿmaːta 

sïni sɿni　平良。（日）脛。（露）足、脛。
関連語など：八重山：sïni sini；　琉球：sini sini；　日本：sɯne s mne

sï
ˇ
ta sɿ

ˇ
ta　平良。（露）舌。sïda を参照。

sï
ˇ
tasïba sɿ

ˇ
tasɿba　平良。（露）下唇。

so:ki-buni soː kibuni　平良。（日）肋骨。（露）人間の肋骨。語源：so:ki soː ki（露）「篩」+ 
puni puni（露）骨。
関連語など： 石垣：so:gi-buni soː gibuni；　琉球：so:ki-bɯni soː kib mni；　徳之島：
sɛ:buni sɛːbuni；　 与 論：soi-buni soibuni；　 沖 永 良 部、 糸 満、 黒 島：so:ki-buni 

15　「下の唇」、「下唇」の意味のつもりであっただろう。内間、野原2006：127頁を参照。
16　本稿注意３参照。
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soː kibuni；　古仁屋、伊須、住用：so:kï-buni soː kibuni；　日吉：so:kïmbuni soː kimbuni
ssabi ssabi　平良。（日）噦。吃逆。（英）しゃっくり。（露）同。
ssagi ssagi　平良。（日）白髪。（露）同。

関 連 語 な ど： 八 重 山：sïsai sisai；　 琉 球：śiragi ɕiragi；　 日 本：śiraŋa/śiraga 
ɕiraŋa/ɕiraga

śśi ɕɕi/śi（:） ɕɕi（ː）　平良、佐和田。（日）後。（露）尻、後ろ。／長浜、池間。（日）豚小屋。
便所。
関連語など：八重山：śi: ɕiː；　日本：śiri ɕiri

ssù:ssu-ujubi ssʊːssu ujubi　佐良浜。（日）食指。（露）人差し指。
sujuɜï sujuzɿ　平良・多良間歌謡語。（日）筋。sïɜï を参照。
tani tani　平良、佐和田、佐良浜。（日）１．種。（露）同。２.（日）睾丸。（英）同。用例：

［平良］munudan’u: irab ïz  juzsa p ïs tudan’u: irabi munudanjuː irabzɿ juzsa psɿtudanjuː 
irabi 五穀の種を選ぶよりは人の種を選べ。
関連語など：日本：tane tane（露）「種」、 sane sane （露）「種」、（英）「陰核」；　八重
山：tani tani（日）男根、核；　琉球：tani tani（露）「種」、「陰茎」

ti: tiː　一般。（日）手。（露）手（手首から指先までの部分）。
関連語など：八重山、琉球：ti: tiː；　日本：te te

ti:bira tiːbira　佐和田、佐良浜。（日）手平。掌。（露）同。
関連語など：日本：te-no-çira teno çira（露）文字通り「手の平」

tibzza tibzza/tinupssa tinupssa　平良。（露）手のひら。
ti:nubata tiːnubata　平良。（日）掌。「手の腹」の意。（露）手のひら。語源：ti:nu・日本

語の te-no teno（露）「手の」+ bata・日本語の hara hara（露）「腹」。
関連語など：八重山：ti:nubada tiːnubada；　薩摩：tenohara tenohara

ti:nukusï tiːnukusɿ　平良。（日）手の甲。手の裏。（露）手の上、手の裏。語源：ti:nu・日
本語の te-no teno（露）「手の」+ kusï kusɿ（露）「尻」。

ti:nùm tiːnʊm/ći:nùm tɕiːnʊm　佐良浜。（日）肛門。（英）同。
tivcïm tivtsɿm　平良。（露）こぶし。八重山の ti:cïkuŋ tiː tsikuŋを参照。
tupak ïs  tupak is 　平良。（日）唾〔宮良〕。
ćibi tɕibi　平良、上地、佐和田、佐良浜。（日）後。尻。（露）後ろ、後部；　尻、（英）肛

門。用例：ćibi-kara tɕibikara（日）後かれ。（露）同。
関連語など：多良間：ciʋi/civi tɕiʋi/tɕivi；　琉球：cibi tsibi；　八重山：ćibi tɕibi；　
糸満：śi:bi ɕiːbi（日）尻；　小浜：ćipi tɕipi 同；　屋良、首里、那覇、石垣：ćibi 
tɕibi 同；　古仁屋、伊須、実久：mannu-ttibi mannu ttibi（日）肛門；　肥前南松浦
郡の福江：cube tsube, cubensu tsubensu（露）肛門の穴
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ćibi-nu-m̩ tɕibinu m̩　平良、佐和田。（日）肛門　〔国仲〕。（英）同。
関連語など：八重山：ćibinumi: tɕibinu miː；　黒島、波照間：śibi-nu-mi: ɕibinu miː；　
糸満：śi:bi:nu-mi: ɕiːbinu miː；　首里：ćibinumi: tɕibinu miː；　那覇、屋良、石垣：
ćibi-nu-mi: tɕibinu miː；　小浜：ćipi-nu-mi: tɕipinu miː

ćibirum tɕibirum　平良。（日）肛門〔宮良〕。
cïbusï tsɿbusɿ　多良間。（露）膝。cïgusï を参照。
ći:ga tɕiːga　平良。（日）唖〔宮良〕。類義語：z̩sa。
cïg’a: tsɿgjaː　佐和田。（日）膕。（露）ひかがみ、膝の腱。

関連語など：八重山：cïg’a: tsigjaː（日）関節。継ぐ所の義。
cï:gama tsɿː gama　池間。（日）おちち。
cïgama-nu-fucï tsɿː gamanu futsɿ　佐良浜。（日）乳首。（露）同。

関連語など：八重山：cï:nu fucï tsɿː nu futsɿ
cï̌gusï tsɿ̌gusɿ　平良、佐和田、佐良浜。（日）膝。『物類称呼』巻の一に曰く、ひざ○豊州

ニテつぶしトイフ … 薩摩ニテひざつぶしト云。云々。（露）膝。『物類称呼』第１巻
で「çiɜa çiza（膝） を豊州において cɯbɯśi ts mb mɕi という … 薩摩において 
çiɜa-cɯbɯśi çiza ts mb mɕi という…」と書いてある。
関 連 語 な ど： 八 重 山：cïbɯsï tsib msi；　 那 覇：ćiŋśi tɕiŋɕi；　 壱 岐 島：cubuśi 
tsubuɕi；　 黒 島：subuśi subuɕi；　 首 里：cibuśi tsibuɕi；　 日 吉：t’ibuśi tjibuɕi；　
名瀬：ćibuśi tɕibuɕi；　肥前南松浦郡の福江：cubuśi tsubuɕi, cubuçi tsubuçi；　大分
県：cubuśi tsubuɕi；　 日 置：çija-cubuśi çijatsubuɕi；　 波 照 間：sïpusïŋ sipusiŋ；　
糸満：śinćiŋ ɕinɕiŋ；　薩摩：çida-cubuśi çida tsubuɕi（英）膝蓋；　与那国：mbutći 
mbutɕi；　伊是名、沖永良部：cïnsï tsinsi；　古仁屋、伊須、実久：ttibuśi ttibuɕi；　
小浜、新城：cïpusï tsipusi；　喜界：cubuśi tsubuɕi；　『倭名類聚抄』踝　豆不奈岐、
俗云豆不々之；　『箋注和名類聚抄』第２巻（露）：「新撰字鏡」および「医心方」踝 
を豆不奈岐と読む…「新撰字鏡」において「趺」の字も豆不奈岐と読む。谷川氏曰、
豆不々之、粒節之義；　俗呼　都久夫之、按今17俗呼久留不之 

cï
ˇ
k ïs -nu-munu tsɿ

ˇ
ksɿnu munu　平良。（日）月水、月経。（露）月経、生理。

関連語など：琉球：cići-nɯ-mɯŋ tsitɕin m m mŋ；　日本：cɯki-no-mono ts mkino mono
（露）文字通り「月の物」；　糸満：śiki-nu-muŋ ɕikinu muŋ；　与那国：ʔti-nu-munu 

ʔtinu munu；　与論、西表：ćikinumunu tɕikinu munu；　名瀬：ćikinumuŋ tɕikinu muŋ
；　石垣、新城：cïkïnumunu tsikinu munu；　屋良、首里、那覇：ćićinumuŋ tɕitɕinu 
muŋ；　 沖 永 良 部：cukinumuŋ tsukinu muŋ；　 伊 須、 住 用、 古 仁 屋、 実 久：

17　解読不確か。
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ttikinumuŋ ttikinu muŋ
cïmi tsɿmi　一般。（日）爪。（露）手の爪、足の爪。

関連語など：八重山：cïmi tsimi；　琉球：cimi tsimi；　日本：cɯme ts mme
cï
ˇ
pak ïs  tsɿ

ˇ
paksɿ　平良。（露）唾。

関連語など：日本：cɯbaki ts mbaki
cïra tsɿra　平良、佐和田、佐良浜。（日）面。顔。（露）顔、面。

関連語など：八重山：cïra tsira；　琉球：cira tsira；　日本：cɯra ts mra；　伊江
島：ca: tsaː

cï
ˇ
sï
ˇ
 tsɿ
ˇ
sɿ
ˇ
　平良。（日）乳。（露）乳、乳房。用例：［佐良浜］cï:fi: tsɿː  fiː（日）乳をくれる

こと。
関連語など：八重山：cï: tsiː；　琉球：ći: tɕiː；　佐和田：cï/ći: tsɿː/tɕiː；　佐良浜：
cï: tsɿː ；　日本：ćići tɕitɕi；　日本の古語：ći tɕi；　八重山：ɜ́itći ʑittɕi（日）母（乳
の意）。（露）母；　肥後：ći tɕi

cï
ˇ
sï
ˇ
fucï

ˇ
 tsɿ
ˇ
sɿ
ˇ
 futsɿ

ˇ
　平良。（露）乳首。

ubbata ubbata　佐良浜。（日）１．大腹。２．大腸。（露）１．大きな腹。２．大腸。用例：
ubbata ko:ni ubbata koː ni（露）腹の大きくてダメな子。（日）（悪口）。
関連語など：八重山：uɜo:bada uzoː bada（日）腸。渦巻けるわたの義；　八重山：
uɸubada uɸubada（日）大食。大腹の義

udi udi　平良、佐和田、佐良浜。（日）腕。前肘。（露）手。
関連語など：八重山の石垣：udi udi；　琉球：udi udi；　日本：ɯde mde；　波照
間：uɜ́i uʑi；　小浜：undi undi

uhu:cïba: uhuːtsɿbaː　佐良浜。（日）奥歯。（露）臼歯。
uibi uibi/ujibi ujibi　平良、佐和田、水納。（日）指。（露）同。用例：［平良］uib’a: v̩cï-

ŋkai-du buriz̩ uibjaː v̩tsɿŋkaidu buriz̩（日）指は内へぞ折れる。［水納］uibi
）
u pa:ŋ kśi: 

uibi
）
u paːŋ kɕiː  （日）指指を歯に切り（て）。（露）指を歯で噛み切る。

関連語など：佐良浜：ùjùbi ʊjʊbi；　八重山：ubi ubi；　琉球：i:bi iːbi；　日本：
jɯbi j mbi；　日本古語：ibi ibi；　『万葉集』ojobi ojobi；　伊是名、沖永良部、与論：
uibi uibi；　黒島：ujabi ujabi；　与那国：ujubi ujubi；　波照間：bi: biː；　日置：
ibi ibi；　名護、屋良：i:bi: iːbiː；　名瀬、住用、実久：ibï ibi；　伊須、古仁屋：ï:bü 
iːbu；　大和：ï:bï iːbi；　喜界：jubi jubi；　大和、 笠利：ʔju:bï ʔjuːbi；　日吉：
ʔju:bü ʔjuːbu；　石垣、西表、小浜、新城：ubi ubi；　国頭郡：wibi wibi；　佐賀：
ibi ibi；　『混効験集』おゑべやうちにかいどまがよる ʔwibija ućinikaidu magajuru 
ʔwibija utɕinikaidu magajuru《指は内にぞ曲がる》

ùkʻù-gai ʊk’ʊgai　佐和田。（日）胃囊。（露）胃。語源：ukʻu/uhu・日本語の o: oː（露）「大
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きい」。
関連語など：佐良浜：uhugaz̩ uhugaz̩

ukʻu-uibi uk’uuibi　佐和田。（日）大指、母指。（露）親指。
関連語など：佐良浜：uhu-ujubi uhuujubi；　日本：o:jɯbi oː j mbi；　八重山：uɸuubi 
uɸuubi

upuuibi upuuibi　平良。（露）親指。
usï

ˇ
pa: usɿ

ˇ
paː　平良。（露）臼歯。（日）同。

utuga:z̩ utugaː z̩　平良、佐和田。（日）頤。（露）顎。
関連語など：佐良浜：utugai utugai；　八重山：utai uttai；　琉球：ɯtɯgè: mt mgɛː；　
日本：otogai/otoŋai otogai/otoŋai；　与那国：utuŋai utuŋai

vdagu: vdaguː　平良。（露）デブ。
vdaku vdaku　佐和田。（日）肥え太った者。デブもの。（露）同。

関連語など：佐良浜：ŭda-munu ŭdamunu
wap ïs gi wapsɿgi　保良。（露）口ひげ。
wa:sï

ˇ
ba waːsɿ

ˇ
ba　平良。（露）上唇。

zza: zzaː　平良、佐和田、来間。（日）胎盤。（英）同。（露）同。（露）平良では胎盤をど
こか便所の付近で埋める。ただし、だれも通っていないところでなくてはならない。
来間島では胎盤を kuba kuba《蒲葵》の葉に包み、だれも通っていない家の後ろのと
ころで埋める。字佐和田では胎盤を台所（ta

︶
uvva ta

）
uvva）のかまどの灰で、３つの石

を先にして埋める。
関連語など：佐和田：lla: llaː；　佐良浜：rra: rraː；　琉球：ija ija；　日本：ena 
ena
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